
 ひつじぐみになって１ヶ月。緑色の帽子をかぶる姿も様になって 

きました。園庭では、鬼ごっこやサラ砂作り、室内では友だちと 

一緒にゲームをしたり、折り紙でいろいろ作ってみたりと、やりたい 

ことがいっぱいあるようで毎日生き生き楽しんでいます。鯉のぼり 

作りでは、ウロコの部分の模様を工夫しました。自分で好きな形を 

半紙に描き、その線に添ってハサミで切りました。そしてそれを 

ローラーにくっつけて、絵の具をつけてコロコロ転がし模様を写す 

遊びをしました。どんな模様がでるかワクワクしながら楽しんで 

作っていました。「もう一回やりたい」「コロコロ楽しい！！」と 

とても嬉しそうでした。５月も引き続き、絵の具を使った造形遊びも 

楽しみたいと思います。また、たくさんの虫たちが目を覚まして 

活発に動き出す新緑の季節です！生き物との出会いを大切にしながら 

散歩を楽しみたいと思います。 

 うさぎ組で過ごす生活にも少しずつ慣れてきた子どもたちです。 

保育者やお医者さんになりきって、赤ちゃんのお世話や治療をしたり、 

チェーンリングやおはじきを使って色鮮やかなごはんを作って、 

レストランごっこを楽しんだりしています。また制作コーナーでは 

こいのぼり作りを楽しみました。クレパスで「どれにしようかな」と 

うろこに好きな色を塗り、自分で選んだ色画用紙にのりの量を確認 

しながらうろこを貼りました。それぞれのこいのぼりを部屋に飾って 

いると、「こいのぼりさんがいっぱいだ！」「およいでるみたいだね」と 

目を輝かせているかわいい子どもたちです。 

 ５月は楽しみにしていた念願のはさみを使って制作をしたいと 

考えています。安全に使う方法を一緒に考えながら進めたいと 

思います。また、暖かい日差しの中、園外に出て、友だちと 

一緒に歩く楽しさを感じながら散歩や春の遠足を楽しみたいと 

思います。 

 

ぞう組になり１ヶ月が経ちました。みんな「リレーしたい！」 

「お当番はまだ？」「体育遊びはいつ？」と、“ぞう組だからできる

こと”が嬉しくて仕方がない様子でした。リレーの勝敗に一喜一憂

したり、お当番活動では給食の準備やお祈りで張り切ったりとたくさん 

心も体も動かしながら過ごしています。こいのぼり制作では、自分の 

作ったこいのぼりが大きなこいのぼりの一部になっているのを 

見つけ、「うわっ、大きくなってる！」「これ、わたしの〜！」と 

目をキラキラと輝かせ、「目は赤と金と…水色も使おう！」「尻尾の 

形はこんなのがいい！」とみんなで力を合わせて一つのものを 

作ろうと意見を出し合っていました。５月も集団生活を 

意識して、友だちとの関わりを大切にしながら過ごして 

いきたいと思います。 
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ある日の給食での一コマ 

キャベツの甘酢和えを食べた 

A ちゃんが… 
 
Aちゃん「これすっぱ〜い！！」 

「なんでなん？」 

保育者 「あぁ、それお酢が入ってる

からやわ！」 

Bくん 「じゃあ、めすは？？」 

保育者 「あっ、いや…そのおすじゃ

なくって（笑）」 
 
子どもの面白い発想に思わず 

笑みがこぼれました！ 

園庭で遊んでいた時の 

ことです。A くんとB くんが 

ダンゴムシを見つけバケツに 

入れて観察していました。 
 

Aくん「ダンゴムシころんってなってる」 

Bくん「おなかすいてるんちゃう？」 

Aくん「かわいそう、はっぱたべるかな」 
 

落ち葉や砂を入れながら優しく、 

一生懸命お世話をする姿に心が 

温かくなりました。 

身近な生き物を大切にする姿を 

見守っていきたいと思います。 
 

 

 

 ・・ 

ある日のお昼寝の時間のこと 
 
A くん:(眠りながら) 

「明日からまたお仕事や！！」 
 
突然の寝言にびっくりしましたが、 

お家の方が言ってたことが印象に 

残っていたのでしょうか(笑) 

Ａくんの寝言に思わず、担任の 

気合いが入りました。 

 


